
も
出
来
る
繹
だ
と
思
ひ
ま
す
が
…
…
…
私
し
は
今
度
の
西
洋
行
き
が
決
り

ま
す
前
確
か
一
昨
年
で
し
た
フ
エ
ノ
ロ
サ

〔明
治
一二十
年
四
月
＼
同
三
十一
＿一
年

八
月
日
本
滞
在
〕
に
會
う
て
ラ
ハ
ア
エ
ル
営
時
の
研
究
法
を
聞
い
た
こ
と
が

む
か
ふ

あ
り
ま
し
た
が
判
り
ま
せ
ん
で
し
た
西
洋
の
を
見
な
い
で
い
ふ
と
何
で

す
が
今
日
の
西
洋
聾
は
自
然
と
い
ふ
事
に
領
き
過
ぎ
モ
デ
ル
に
拘
泥
し
て

居
つ
て
紳
様
を
書
い
て
も
人
間
臭
く
て
頭
が
下
が
ら
な
い
や
う
な
感
じ
が

ま
す

郡
分
の
美
が
行
き
届
い
て
居
る
の
で
す

ど
も
何
故
か
佳
く
見
え
ま
す

ぁ彼
の
儘
に
解
剖
や
遠
近
法
を
完
全
せ
し
め
た
な
ら
尚
一
層
巧
い
も
の
が
出

〔

一

字

欠

損

〕

い

か

ゞ

来
は
し
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
口
は
私
し
の
考
へ
丈
け
で
す
が
如
何
で
し
よ

く
づ

う
斯
う
逍
る
と
全
く
壊
れ
て
了
ふ
も
の
で
す
か
知
ら
ぬ
西
洋
の
宗
教

盟
の
完
全
し
た
の
に
な
る
と
手
を
合
は
せ
て
自
然
に
頭
の
下
る
の
が
あ
り

ど

う

左
様
す
る
と
如
何
し
て

是
は
何
故
能
く
見
え
る
か
知
り
ま
せ
ん
が

か
ら
る
4

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

（
問
）
西
洋
霊
の
何
慮
を
持
つ
て
来
て
日
本
聾
に
調
和
し
や
う
と
思
ひ
ま
す

力（
答
）
是
ハ
む
づ
か
し
い
事
で
す
：
·
：
'
•
•
•ま
あ
試
み
に
言
っ
て
見
る
の
で
す

が
今
日
で
ハ
人
物
で
も
解
剖
上
か
ら
見
る
と
悪
い
と
い
ふ
非
難
が
あ
り
ま

し
て
是
迄
の
名
霊
な
り
佳
い
彫
刻
な
り
が
皆
是
が
た
め
に
破
れ
て
了
ひ
ま

か
た
，

1

す
併
し
奈
頁
邊
り
の
佳
い
彫
刻
を
見
ま
す
と
例
へ
、
ハ
片
方
の
手
が
長
く

て
全
体
の
均
齊
が
採
れ
て
居
な
い
の
で
も
少
し
も
怒
く
ハ
見
え
ま
せ
ん

手
が
膝
ま
で
引
摺
ら
れ
て
居
る
の
ハ
解
剖
上
か
ら
見
る
と
不
完
全
だ
と
云

ふ
の
で
す
け
れ
ど
も
夫
が
唯
見
る
と
如
何
に
も
佳
い
や
う
に
見
え
る
の
ハ

何
ん
な
も
の
で
し
よ
う
是
が
問
題
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
足
利
時
代
の

少
し
密
な
所
を
見
て
も
解
剖
や
遠
近
法
杯
は
悉
く
欠
黙
だ
ら
け
で
す
け
れ

⑬ 
あ
り
ま
す
古
人
は
高
い
理
想
を
持
つ
て
居
つ
て
モ
デ
ル
を
利
用
し
た
の

で
す
が
此
節
は
モ
デ
ル
か
ら
神
様
が
出
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
是
は
霊

を
描
く
人
の
考
へ
で
あ
る
の
で
し
よ
う
が
西
洋
の
古
聾
を
見
る
と
マ
リ
ヤ

ハ
マ
リ
ヤ
丈
け
の
威
厳
が
あ
っ
て
形
杯
も
指
の
先
迄
注
意
が
居
い
て
居
り

ま
す
（
終
）

観
山
は
翌
三
十
六
年
二
月
二
十
日
出
発
。同一――
十
八
年
三
月
、

の
勉
強
を
終
え
、
フ
ラ
ソ
ス

、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ

、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ

リ
ア
、
ボ
ン
ベ
イ
を
経
て
十
二
月
十

一
日
帰
国
。
ジ
ョ

ン
・
ニ
ヴ
ァ
リ
ッ
ト

・

ミ
レ
ー
箪
「
ナ
イ
ト
、

エ
ラ
ソ
ト
」
模
写
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
筆

「
ま

ひ

わ

の

聖

母
」
模
写
等
は
こ
の
間
の
勉
強
の
成
果
で
あ
る
。

⑫

生
徒
心
得
の
改
正

明
治
三
十
五
年
三
月
二
十
四
日
、
右
の
改
正
が
な
さ
れ
た
が
、
単
に
第
五
条

中
の
「
五
日
以
内
ハ
各
自
ョ
リ
其
五
日
ヲ
超
ュ
ル
ト
キ
ハ
」
と
「
若
シ
之
ヲ
示

サ
、
、
、
ル
ト
キ
ハ
門
衛
ヲ
シ
テ
入
門
セ
シ
メ
ザ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
」
の
語
句
が
削

除
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。

山
名
貫
競
の
死
去

ロ
ン
ド
ン
で

東
京
美
術
学
校
近
事
（
旧
頁
）
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
画
科
教
授
山

名
貫
義
は
明
治
―
―
一
十
五
年
六
月
十
一
日
に
死
去
し
た
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友

会
月
報
』
第
一
巻
第
二
号
（
同
年
七
月
）
の
巻
頭
に
は
肖
像
写
真
と
次
の
追
悼
記

事
が
掲
げ
ら
れ
た
。
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故
山
名
貫
義
先
生
暑
歴

明
治
三
十
五
年
六
月
十
一
日
、
東
京
美
術
學
校
教
授
―帝
室
技
藝
員
従
五
位

勲
六
等
山
名
貫
義
先
生
、
小
石
川
水
道
町
一
丁
目
の
自
邸
に
於
て
卒
す
、
享

年
六
十
有
七
゜
其
訃
の
本
校
に
到
る
や
、
諸
生
皆
慨
然
と
し
て
筆
を
榔
ち
、

酒
然
と
し
て
涙
下
り
、
悲
痛
慟
哭
、
措
く
所
を
知
ら
ず
。
嗚
呼
天
命
と
い
ふ

と
雖
、
未
だ
為
す
あ
る
の
身
を
以
て
、
臥
蒜
僅
に
旬
日
、
不
幸
に
し
て
遂
に

起
つ
能
は
ざ
る
に
至
れ
り
。
哀
哉
。
是
れ
獨
り
我
が
校
の
為
に
悲
む
の
み
な

ら
ず
、
美
術
上
の
鑑
識
家
と
し
て
、
住
吉
聾
派
の
大
家
と
し
て
、
歴
史
聾
の

故
質
家
と
し
て
、
斯
道
の
為
に
深
く
痛
惜
す
る
所
な
り
。

先
生
質
に
天
保
七
丙
申
歳
三
月
朔
日
を
以
て
、
江
戸
二
番
町
に
生
れ
、
丹

宵
の
家
に
人
と
成
る
、
父
を
行
雅
（
後
廣
政
と
改
む
）
と
い
ひ
、
聾
を
以
て

紀
州
侯
に
仕
へ

、
江
戸
の
藩
邸
に
伺
候
す
。
先
生
天
稟
箱
事
を
嗜
む
。
七
八

歳
の
頃
、
其
父
廣
政
に
随
ひ
、
幕
府
の
綸
所
住
吉
内
記
廣
定
の
家
に
遊
び
、

麿
紙
を
乞
ひ
得
て
大
に
喜
び
、
筆
を
執
り
て
種
々
の
形
象
を
描
く
、
座
に
在

る
も
の
、
其
霊
オ
に
驚
嘆
せ
り
と
い
ふ
。
梢
長
じ
て
、
贄
を
住
吉
廣
定
に
執

り
て
學
ぶ
、
住
吉
家
の
例
に
、
歳
首
門
弟
を
し
て
、
如
意
賓
珠
を
甕
ぎ
て
、

以
て
試
箪
を
な
さ
し
む
。
其
次
序
高
弟
よ
り
聾
き
、
漸
次
幼
者
に
至
る
、
先

生
時
に
猶
幼
、
人
の
為
す
所
を
見
、
窺
に
以
為
ら
く
、
衆
生
の
壷
く
、
筆
致

繊
弱
な
り
、
余
将
に
大
賓
珠
を
霊
き
て
、
以
て
其
の
筆
力
を
試
み
む
と
。
乃

ち
筆
を
執
り
て
揮
瀧
す
、
筆
勢
逍
牡
、
傍
ら
人
な
き
が
如
く
、
餘
勢
逸
し
て

涯
上
に
及
ぶ
。
師
廣
定
大
に
其
剛
健
を
稲
し
、
鍾
愛
他
に
超
え
し
と
い
ふ
。

幾
も
な
く
、
廣
定
歿
し
、
其
子
弘
貫
に
師
事
し
、
切
瑳
奮
動
、
技
飼
大
に
進

み
、
巌
然
と
し
て
頭
角
を
顕
は
せ
り
。
而
し
て
嘗
時
甕
界
の
形
勢
を
視
る

に
、
狩
野
振
獨
り
勢
威
を
恣
に
し
、
他
派
の
如
き
は
、
有
れ
ど
も
無
き
が
如

き
観
あ
り
。
或
人
先
生
に
勧
む
る
に
、
他
派
に
轄
ぜ
ん
こ
と
を
以
て
す
。
先

生
頑
と
し
て
肯
ぜ
ず
、
一
意
其
志
す
所
を
研
鑽
し
、
堂
奥
に
到
ら
ざ
れ
ば
、

已
ま
ざ
ら
む
と
す
。
師
弘
貫
亦
大
に
先
生
を
愛
し
、
其
歿
す
る
に
臨
み
、
後

事
を
先
生
に
託
す
、
先
生
乃
ち
其
志
を
織
ぎ
、
其
家
を
罷
理
し
、
専
心
箱
事

に
軟
掌
す
、
後
先
生
の
住
吉
派
に
於
て
、
令
名
を
博
し
た
る
、
蓋
し
偶
然
に

非
る
な
り
。

既
に
し
て
、
幕
府
大
政
を
奉
還
し
、
世
態
も
亦
一
愛
し
、
諸
藩
の
士
、
離

散
炊
珂
、
妻
子
飢
に
泣
き
、
活
路
を
求
む
る
に
汲
々
た
る
時
に
方
り
、
先
生

箱
事
に
由
り
雇
を
以
て
測
羅
司
に
入
り
、
明
治
七
年
二
月
二
等
少
技
生
に
進

み
、
八
年
五
月
勘
業
寮
十
四
等
出
仕
に
補
せ
ら
れ
、
物
産
取
調
の
為
め
琉
球

へ
出
張
す
。
十
年
一
月
に
至
り
、
麿
寮
と
な
り
、
職
務
を
免
さ
る
、
其
年
ニ

月
内
國
勧
業
博
覧
會
事
務
局
の
雇
と
な
り
、
七
月
博
物
局
に
移
り
、
佛
國
博

覧
會
事
務
取
扱
を
申
付
け
ら
る
、
十
一
年
四
月
埼
玉
縣
下
に
出
張
し
て
、
穴

居
の
跡
を
調
査
し
、
同
年
五
月
内
務
九
等
廊
に
任
ぜ
ら
る
。
十
一
1

一
年
四
月
一

日
観
古
美
術
會
の
判
者
を
申
付
け
ら
れ
、
十
四
年
四
月
農
商
務
九
等
賜
に
轄

じ
、
同
じ
き
七
月
八
等
屈
に
進
む
。
十
五
年
九
月
内
國
箱
霊
共
進
會
の
審
査

官
と
な
り
、
十
六
年
十
二
月
七
等
濁
に
昇
り
、
十
七
年
三
月
第
二
回
内
國
箱

け
ら
る
。
臨
時
全
國
賓
物
取
調
局
の
開
始
せ
ら
る
4

や
、
先
生
鑑
識
の
技
能

を
以
て
、
出
で
て
職
に
従
ひ
、
大
に
力
を
妓
に
致
せ
り
。
蓋
し
今
日
國
賓
保

存
の
基
礎
確
立
せ
る
、
先
生
の
功
亦
宜
に
多
き
に
居
れ
り
と
い
ふ
べ
し
。
廿

三
年
に
至
り
第
三
回
内
國
博
覧
會
の
開
か
る
4

に
方
り
、
其
審
査
官
と
な

り
、
廿
七
年
八
月
三
日
始
め
て
本
校
授
業
を
闊
託
せ
ら
れ
、
翌
廿
八
年
十
二

月
十
四
日
願
に
依
り
て
啜
託
を
解
か
る
。
同
三
十
年
六
月
廿
日
一
帝
室
技
藝
員

聾
共
進
會
の
審
査
官
を
申
付
け
ら
れ
、
十
八
年
十
二
月
に
至
り
て
非
職
申
付
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に
擢
で
ら
れ
、
同
年
十
月
古
社
寺
保
存
會
委
員
に
畢
げ
ら
る
。
―
―
-
+

―
年
八

月
十
一
日
復
び
本
校
に
入
り
て
数
授
と
な
り
、
高
等
官
六
等
に
叙
せ
ら
れ
、

同
じ
き
年
九
月
正
七
位
に
紋
す
。

世
三
年
十
二
月
高
等
官
五
等
に
叙
せ
ら

れ
、
越
え
て
翌
冊
四
年
四
月
従
六
位
に
叙
せ
ら
る
、
本
年
六
月
二
日
俄
然
脳

溢
血
症
に
罹
り
、
療
養
手
を
盪
す
と
雖
、
遂
に
其
効
を
奏
せ
ず
、
造
焉
不
蹄

の
客
と
な
る
。
卒
す
る
の
前
、
朝
廷
其
殊
功
を
嘉
し
、
特
旨
を
以
て
、
位
二

級
を
進
め
、
従
五
位
に
紋
し
、
勲
六
等
瑞
賽
＿
章
を
授
け
ら
る
。
蓋
し
異
敷
な

り
先
生
の
組
事
の
重
な
る
も
の
を
畢
ぐ
れ
ば
、
明
治
十
二
年
外
務
省
の
依
託

を
受
け
、
外
國
人
鹿
應
に
供
す
る
、
本
邦
古
甕
の
諸
圏
を
摸
窓
し
た
る
あ

り
。
十
三
年
宮
内
省
よ
り
、
後
醍
醐
天
皇
御
自
霊
御
影
の
摸
窯
を
命
せ
ら
れ

た
る
あ
り
。
又
十
五
年
十
月
十
一
月
及
十
七
年
五
月
に
は
、
共

進

會

へ

行

啓
の
節
御
前
盟
を
勤
め
、
十
七
年
第
二
回
博
覧
會
に
出
品
し
て
は
銀
章
を
受

「
マ
マ
〕

け
。
十
九
年
皇
居
御
造
螢
に
際
し
て
は
命
を
承
け
て
、
皇
后
陛
下
御
座
所
御

床
側
御
地
袋
戸
及
周
園
の
杉
戸
に
、
得
意
の
筆
を
揮
ひ
、
後
復
た
ひ
御
常
用

に
係
る
、
御
歩
障
に
、
加
茂
祭
の
圏
を
聾
け
り
、
此
他
―
帝
室
博
物
館
に
は
、

先
生
の
摸
窟
し
た
る
古
霊
紗
か
ら
ず
、
或
は
原
霊
よ
り
優
る
も
の
あ
り
と
い

ふ
。
其
先
生
の
作
品
逸
話
の
如
き
は
、
更
に
記
述
す
る
所
あ
る
べ
し
。

先
生
資
性
敦
厚
に
し
て
温
雅
、
悟
淡
に
し
て
懇
篤
、
利
を
求
め
ず
、
争
ふ

を
好
ま
ず
、
諸
生
を
導
く
や
、
諄
々
と
し
て
倦
ま
ず
。
衆
人
に
接
す
る
や
、

親
疎
を
以
て
律
せ
ず
。
頗
る
古
君
子
の
風
あ
り
。
少
牡
よ
り
酒
を
嗜
み
、
晩

年
中
風
の
兆
あ
り
て
よ
り
、
其
害
を
知
り
、
自
ら
戒
紡
し
た
る
も
、
遂
に
其

病
の
為
に
卒
す
、
惜
む
べ
し
。
六
月
十
四
日
、
逍
言
を
以
て
、
四
谷
謳
南
寺

町
の
龍
泉
寺
に
葬
る
。
本
校
職
員
卒
業
生
生
徒
に
し
て
、
葬
俊
に
會
す
る
も

『作
品
集
』
の
発
行

明
治
三
十
五
年
七
月
二
日
の
卒
業
式
の
後
十
日
間
生
徒
成
績
展
覧
会
が
開
か

れ
た
が
、
同
年
十
一
月
、
校
友
会
は
こ
の
展
覧
会
の
図
録
『
作
品
集
一
』
を
画

報
社
よ
り
発
行
し
た
。
故
山
名
貫
義
、
教
授
の
川
端
玉
章
、
荒
木
寛
畝
、
寺
崎

広
業
、
助
教
授
の
岡
田
秋
嶺
の
作
品
、
本
年
の
卒
業
制
作
（
図
画
講
習
科
の
分
を

含
む
）
平
常
成
績
中
の
秀
作
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
卒
業
制
作
の
記
録

で
こ
れ
以
前
の
も
の
と
し
て
は
明
治
三
十
三
年
作
成
の
「
東
京
美
術
学
校
生
徒

卒
業
制
作
品
」
と
同
三
十
四
年
作
成
の
「
東
京
美
術
学
校
卒
業
制
作
写
真
」

（本
学
附
属
図
書
館
蔵
）
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
単
な
る
写
真
貼
込
帖
で
あ
る
。

『
作
品
集
』
は
こ
れ
以
後
逐
次
刊
行
さ
れ
た
。
刊
行
状
況
は
巻
末
の
「
東
京
美

術
学
校

・
同
校
友
会
出
版
物
一
覧
」
に
記
載
す
る
。

⑭ 
譜』
な
お
、
制
作
歴
に
関
し
て
は
塩
田
英
五
郎
編
『
大
和
絵
師
山
名
貫
義
略
年

（
平
成
二
年
六
月
）
が
あ
る
。 明

治
壬
寅
歳
六
月
廿
日
犀
知
屋
代
見
江
誌

の
、
爪
百
名
に
近
く
、
此
他
先
生
生
前
の
知
己
故
菩
の
會
す
る
も
の
、
亦
敷

百
名
な
り
し
と
い
ふ
。
以
て
先
生
の
世
人
に
尊
重
景
慕
せ
ら
れ
た
る
の
深
き

を
推
知
す
べ
き
な
り
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